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私立大一般選抜では１期（２月）入試が終盤を迎え、２期（３月）入試の出願がスタートしている。ここでは
主要大の１期（２月）入試の志願者集計（２月 24日現在）から、今春入試を分析する。 

■現時点では志願者数は概ね前年並み
【表１】は、現時点で志願者数が判明した全国 109大学の状況をまとめたものである。今春の一般選抜の志願

者数は、全体で前年比 98％となった。これは今春の 18歳人口の減少率（前年比 98％）と同率となっており、現
時点では人口減通りの動向といえる。ただ、近年は既卒生志願者の減少や合格者数の増加などで入試の競争緩和
が続いており、２期（３月）入試まで残る受験生は急速に減少している。今春も入試環境は大きく変わらず、同
様の傾向が予想されるため、最終的には前年比は現時点よりややダウンするものと見込んでいる。 
 方式別にみると一般方式の志願者数は前年比 97％となった一方、共通テスト方式では同 100％と前年並みとな
った。今春の共通テストの受験者数が前年比 97％と減少、とりわけ私立大専願者が多く受験する３科目受験者が
同 94％となったことを鑑みると、主要大の共通テスト方式では堅調に志願者が集まったといえる。今春は共通テ
スト方式を中心に主要大で入試の複線化の動きが活発で、たとえば上智大が新たに共通テスト方式で３教科型を
設置している。こうした動きに連動して、受験生も手広く出願校数を増やしたものと考えられる。 

■首都圏では各グループとも志願者数は前年並み、近畿圏では関関同立が志願者数を伸ばす

大学グループ別に志願状況をみると、首都圏では「首都圏女子 12大学」を除きどのグループも概ね前年並みを

維持しており、大きな変化はみられない。「早慶上理」グループでは共通テスト方式で前年比 107％と志願者の増

加が目立つが、これは上智大が新方式を導入したことに加え、早稲田大で教育学部が新たに共通テストを利用し

たこと、人間科学部や政治経済学部などで志願者が増加したことが要因である。「ＭＡＲＣＨ」グループの志願者

数は微減だが、中央大と明治大では志願者が増加した。とくに明治大は２年連続で志願者数が 10万人を超えた。

「日東駒専」グループでは、日本大と駒澤大で志願者が増加したが、東洋大が志願者減となったことで前年並み

となった。「首都圏理系 10大学」グループでは、近年、千葉工業大が共通テスト方式の受験料無償化によって多

くの志願者を集めていたことで、グループ全体の志願者増が続いていた。今春、同大の共通テスト方式の志願者

数は減少に転じたことで、グループ全体の共通テスト方式も前年比 98％となった。一方、「首都圏女子 12 大学」

グループの志願者数は前年比 95％と４年連続で志願者が減少した。河合塾で実施した模擬試験でも１年を通して

人気は低調だった。大妻女子大や東京家政大、東京女子大などで志願者の減少が目立った。 

 近畿圏をみると、「関関同立」グループで前年比 105％と、前年に続き志願者増となった。関西大を除く３大学
で志願者が増加しており人気の高さがうかがえる。「産近甲龍」グループでは近畿大の志願者が減少したものの、
龍谷大と甲南大で志願者が大きく増加したため、グループ全体では前年並みとなった。なお、近畿大では志願者
は減少したとはいえ、今春も 13 万人を超える志願者を集めており、10 年連続で一般選抜の志願者数が日本一と
なった。 

２０２３年度入試情報 

２０２３年度 主要私立大志願状況（２月24日現在集計） 

【表１】私立大　大学グループ別志願状況

22年度 23年度 前年比 22年度 23年度 前年比 22年度 23年度 前年比

主要109大学　計 1,594,568 1,550,459 97% 790,276 788,316 100% 2,384,844 2,338,775 98%

早慶上理 156,682 150,702 96% 49,997 53,568 107% 206,679 204,270 99%

ＭＡＲＣＨ 265,467 253,287 95% 118,650 122,179 103% 384,117 375,466 98%

成成明國武 62,702 62,641 100% 29,009 28,443 98% 91,711 91,084 99%

日東駒専 161,646 159,528 99% 87,747 85,149 97% 249,393 244,677 98%

首都圏理系10大学 137,188 140,618 103% 131,651 128,975 98% 268,839 269,593 100%

首都圏女子12大学 33,532 30,480 91% 18,626 18,851 101% 52,158 49,331 95%

関関同立 172,131 176,618 103% 67,329 75,133 112% 239,460 251,751 105%

産近甲龍 170,030 172,840 102% 74,858 70,990 95% 244,888 243,830 100%

上記以外の主要大学 435,190 403,745 93% 212,409 205,028 97% 647,599 608,773 94%
※数値は2/24現在、出願期間中の方式および志願者数未公表の方式は集計対象外

（大学グループ）

早慶上理：早稲田・慶應義塾・上智・東京理科 　ＭＡＲＣＨ：明治･青山学院･立教･中央・法政 　成成明國武：成蹊・成城・明治学院・國學院・武蔵

日東駒専：日本・東洋・駒澤･専修 　　首都圏理系10大学：千葉工業・北里・工学院・芝浦工業・東京工科・東京電機・東京都市・東京農業・麻布・神奈川工科
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首都圏女子12大学：大妻女子・学習院女子・共立女子・白百合女子・実践女子・昭和女子・聖心女子・清泉女子・津田塾・東京家政・東京女子・日本女子

関関同立：関西・関西学院･同志社・立命館　 　産近甲龍：京都産業・近畿･甲南・龍谷

共通テスト方式一般方式
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 各グループが比較的、堅調に志願者を集める一
方、「上記以外の主要大学」グループでは前年比
94％と減少が目立った。入試の競争緩和が続くな
かで、主要大の中でも難関大・有名大以外の出願
を減らす受験生が増えたと考えられる。今回、集
計の対象としていない地方の小規模大・中規模大
でも「上記以外の主要大学」グループと同様の傾
向を示したと推測する。 
 
■学部系統別－人気続いた「薬」で志願者減 
【グラフ２】は、学部系統別の志願動向である。

赤の棒グラフが私立大全体の志願者前年比、棒グ
ラフの濃い青色は学部系統を、その右側の薄い青
色は各系統内の分野を表している。 
私立大全体の志願者数前年比 98％を基準にみ

ていくと、「人文学系」の志願者数は同 96％と人
気は低調だ。「社会科学系」の志願者数は前年並み
となったが、分野ごとにみると、前年入試では志
願者増となっていた「法」学系は前年比 93％と人
気が落ち込んだ一方で、「経済・経営・商」学系は
同 102％と人気を集めている。 
「理・工・農学系」に目を向けると、「理・生命

科学」「工・理工」「農・獣医」はそれぞれ前年並
みに志願者を集めた。「医療系」では、難関の「医」
などで志願者が増加した。一方、近年人気を集め
ていた「薬」では志願者が減少に転じたほか、「看
護」「医療技術・他」でも減少した。「薬」につい
ては、後ほど大学別の志願状況で触れるが、慶應
義塾大や東京理科大などの難関大では志願者が集
まっており、必ずしも全大学で不人気というわけ
ではない。 
そのほか、「生活科学」の志願者数が前年比 62％と大きく減少した。「生活科学」の志願者の多くは女子が占め

ており、女子の学部選択が変化していることが要因とみる。また近年、学部・学科の新設が相次ぐ「情報」の志
願者は前年並みにとどまり、今春入試は競争緩和が進んだ。 
 

■各地区主要大学の志願状況 
次に全国の主要大学の志願状況（判明分）を確認する。【表３】はいずれも２月 24日までに志願者数が判明し

た入試方式の集計である。以下、首都圏と近畿圏の 13大学の状況について確認する。 

 
［青山学院大］ 
大学全体の志願者数は、43,948人（前年比 92％）と１割近く減少した。前年入試では志願者が大きく増加して

おり、その反動によるものとみる。方式別では、一般方式の志願者は前年比 89％、共通テスト方式は同 95％と一
般方式での減少が目立った。 
学部別にみると、多くの学部で志願者が減少したなか、教育人間科学（前年比 103％）、理工（同 105％）、コミ

ュニティ人間科学（同 111％）の３学部は増加した。とくに理工、コミュニティ人間科学部は２年連続の志願者
増となった。理工学部では今春入試より、個別学部日程Ｂ方式（共通テスト併用型）の共通テスト科目を英語の
みにしていることもあり、同方式の志願者は前年比 148％と大きく増加した。一方で、文（前年比 77％）、総合文
化政策学部（同 75％）などでは志願者が２割以上減少した。今春は総合文化政策学部などの学部で共通テスト方
式に新たな受験方式が追加された。総合文化政策学部の共通テスト方式では新たに４科目型、５科目型が設置さ
れたが、既存の方式より必要科目数が多いこともあり、志願者はそれほど集まらなかった。 
 

［慶應義塾大］ 
大学全体の志願者数は 37,411 人（前年比 99％）と概ね前年並みの志願者を集めた。学部別にみると、７学部

で志願者が減少しており、なかでも文（前年比 97％）、総合政策（同 95％）、環境情報（同 94％）では志願者の
減少が続いている。環境情報学部は４年連続、文学部と総合政策学部は６年連続で志願者減となっている。一方
で、理工（前年比 103％）、医（同 102％）、薬（同 105％）の３学部は２年連続の志願者増となったほか、商学部
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では志願者数は減少したもの
の、英・数・地歴を課すＡ方
式では前年比 104％と増加し
た。 
 
［上智大］ 
 大学全体の志願者数は
26,552人（前年比 118％）と、
「早慶上理」グループ内で唯
一志願者が増加した。方式別
にみると、「共通テスト利用方
式」「共通テスト併用方式」の
志願者数は前年比 124％と２
割以上の増加となった。上智
大ではこれまで「共通テスト
利用方式」では４教科型のみ
を実施していたが、今春より
新たに３教科型を設置した。
既存の方式に比べ教科数が少
ないこともあり、３教科型に
多くの志願者が集まった。志
願状況をみると、従来の４教
科型が募集人員 87 名に対し
志願者数が 4,049人（志願倍
率 46.5倍）、３教科型が募集
人員 66名に対し、志願者数が
5,787人（同 87.7倍）と差が
ついた。一方、一般方式にあ
たる「TEAP スコア利用方式」
の志願者は前年比 96％と減
少した。 
 学部別の状況をみると、志
願者が増加した学部が目立つ
が、なかでも今春、入学定員
を増員する理工学部では志願
者数が前年比 132％と大きく
増加した。次いで経済（前年
比 126％）、法学部（同 121％）
で高い増加率となった。 
 

［中央大］ 
出願締切前の共通テスト後

期を除く志願者数は前年比
105％となった。前年入試では
受験料について、一部方式の
値上げや併願割引制度の縮小
などで志願者数が大きく減少
したが、今春入試では増加に
転じた。方式別でみても一般
方式、共通テスト方式とも志願者は増加した。 
学部別の志願者数をみると、総合政策（前年比 119％）、商（同 114％）、法学部（同 109％）などで高い増加率

となった。総合政策学部では今春入試より学部別選抜（一般方式）の国語の出題範囲が「近代以降の文章および
古文」から「近代以降の文章」のみとなったこともあり、同方式での志願者数は前年比 150％と大きく増加した。
商学部では前年入試で志願者が大きく減少しており、その反動による志願者増となった。法学部では今春、多摩
キャンパス（東京都八王子市）から 23区内にある茗荷谷キャンパス（東京都文京区大塚）へ移転する。交通アク
セスの向上で人気を集めたとみる。多くの学部が志願者増となった一方で、国際経営（前年比 89％）、国際情報

【表３】主要私立大　大学別志願状況

22年度 23年度 前年比 22年度 23年度 前年比 22年度 23年度 前年比

北星学園 1,821 1,415 78% 876 533 61% 2,697 1,948 72%

北海学園 4,711 4,286 91% 2,246 2,068 92% 6,957 6,354 91%

東北学院 8,176 8,410 103% 3,725 3,344 90% 11,901 11,754 99%

千葉工業 34,411 35,392 103% 71,088 69,575 98% 105,499 104,967 99%

青山学院 24,614 21,850 89% 23,225 22,098 95% 47,839 43,948 92%

学習院 13,800 14,637 106% 2,821 3,457 123% 16,621 18,094 109%

学習院女子 1,143 1,425 125% - - - 1,143 1,425 125%

北里 9,359 9,214 98% 2,787 2,847 102% 12,146 12,061 99%

慶應義塾 37,894 37,411 99% - - - 37,894 37,411 99%

工学院 11,682 10,720 92% 8,827 9,075 103% 20,509 19,795 97%

國學院 14,868 15,390 104% 6,665 5,011 75% 21,533 20,401 95%

国際基督教 1,030 927 90% - - - 1,030 927 90%

国士舘 7,210 6,609 92% 4,537 2,892 64% 11,747 9,501 81%

駒澤 18,126 18,213 100% 9,622 11,098 115% 27,748 29,311 106%

実践女子 1,916 1,912 100% 951 1,227 129% 2,867 3,139 109%

芝浦工業 22,182 21,603 97% 15,684 15,084 96% 37,866 36,687 97%

上智 5,123 4,915 96% 17,380 21,637 124% 22,503 26,552 118%

成蹊 12,706 11,533 91% 6,756 6,885 102% 19,462 18,418 95%

成城 8,438 8,874 105% 6,891 5,176 75% 15,329 14,050 92%

専修 28,257 27,531 97% 15,311 15,084 99% 43,568 42,615 98%

大東文化 11,804 10,118 86% 6,497 6,489 100% 18,301 16,607 91%

中央 44,842 47,577 106% 18,513 19,180 104% 63,355 66,757 105%

津田塾 1,735 1,575 91% 2,245 2,153 96% 3,980 3,728 94%

東海 27,690 24,939 90% 14,212 12,152 86% 41,902 37,091 89%

東京家政 2,796 2,212 79% 2,204 1,300 59% 5,000 3,512 70%

東京女子 5,098 4,109 81% 3,228 2,921 90% 8,326 7,030 84%

東京電機 19,319 23,838 123% 8,196 7,835 96% 27,515 31,673 115%

東京都市 13,060 13,644 104% 8,881 9,507 107% 21,941 23,151 106%

東京農業 12,663 12,260 97% 7,329 6,765 92% 19,992 19,025 95%

東京理科 34,618 33,831 98% 17,821 15,597 88% 52,439 49,428 94%

東洋 48,299 46,356 96% 43,333 35,457 82% 91,632 81,813 89%

日本 66,964 67,428 101% 19,481 23,510 121% 86,445 90,938 105%

日本女子 6,248 5,783 93% 3,229 3,543 110% 9,477 9,326 98%

法政 79,537 68,961 87% 28,806 30,074 104% 108,343 99,035 91%

武蔵 12,722 12,055 95% 3,763 3,529 94% 16,485 15,584 95%

明治 76,328 80,257 105% 25,606 27,261 106% 101,934 107,518 105%

明治学院 13,968 14,789 106% 4,934 7,842 159% 18,902 22,631 120%

立教 40,146 34,642 86% 22,500 23,566 105% 62,646 58,208 93%

早稲田 79,047 74,545 94% 14,796 16,334 110% 93,843 90,879 97%

神奈川 20,095 22,264 111% 8,417 8,424 100% 28,512 30,688 108%

関東学院 8,008 7,862 98% 3,782 4,300 114% 11,790 12,162 103%

愛知 12,115 11,893 98% 5,656 5,317 94% 17,771 17,210 97%

中京 15,150 13,510 89% 11,960 10,760 90% 27,110 24,270 90%

南山 15,468 14,643 95% 7,614 7,288 96% 23,082 21,931 95%

名城 23,193 22,317 96% 15,527 15,694 101% 38,720 38,011 98%

京都産業 23,661 23,593 100% 11,851 12,642 107% 35,512 36,235 102%

同志社 37,726 40,157 106% 8,128 9,815 121% 45,854 49,972 109%

立命館 51,191 52,454 102% 27,769 30,345 109% 78,960 82,799 105%

龍谷 33,267 38,168 115% 18,925 18,330 97% 52,192 56,498 108%

関西 57,446 55,284 96% 19,987 21,101 106% 77,433 76,385 99%

近畿 104,469 99,697 95% 38,788 35,351 91% 143,257 135,048 94%

関西学院 25,768 28,723 111% 11,445 13,872 121% 37,213 42,595 114%

甲南 8,633 11,382 132% 5,294 4,667 88% 13,927 16,049 115%

松山 4,406 3,661 83% 1,727 1,455 84% 6,133 5,116 83%

西南学院 11,040 13,510 122% 6,138 5,658 92% 17,178 19,168 112%

福岡 29,034 27,912 96% 14,655 12,933 88% 43,689 40,845 93%
※数値は2/24現在、出願期間中の方式および志願者未公表の方式は集計対象外
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（同 92％）の２学部では志願者が減少した。 
 

［東京理科大］ 
 理学部（第二部）を除く大学全体の志願者数は、49,428人（前年比 94％）と減少した。方式別では、共通テス
ト方式で前年比 88％と減少率の高さが目立っており、とくにＣ方式（共通テスト併用）で志願者が減少した。前
年入試ではＣ方式に志願者が集中しており、その反動がみられる。 
 学部別の動向をみると、前年入試で唯一減少した先進工学部の志願者数が前年比 152％と大きく増加した。前
年入試の反動に加え、今春は２学科を新設したことが志願者の大幅な増加に繋がった。また、全国的には不人気
な薬学部も前年比 101％と前年並みを維持している。一方、今春、理工学部から名称変更した創域理工学部の志
願者数は前年比 79％と大きく減少した。学科名称も変更しており、旧来の学科と結びつかなかったことも志願者
減の一因だろう。また、入学定員が２割近く減少した理学部では、志願者は前年比 92％と減少したものの、受験
生から極端に避けられた様子はなかった。 
 
［法政大］ 
 大学全体の志願者数は、99,035人（前年比 91％）と青山学院大と同様、前年入試の反動により志願者数が減少
した。方式別にみると、共通テスト方式では前年比 104％と増加したものの、一般方式では同 87％と大きく減少
した。 
 学部別にみると、文（前年比 102％）、社会（同 110％）の２学部で志願者が増加した。社会学部では共通テス
ト方式で前年比 198％と大幅に志願者を集めたが、これも前年入試の反動である。同方式では志願者が大きく減
少、一方で合格者数は増加したことから倍率（志願者÷合格者）は 6.5倍から 2.7倍へと大幅にダウンしており、
受験生には挑戦しやすく映ったとみる。このほかの学部をみると、経営学部では今春入試より一般方式で英語外
部試験利用入試を新規実施したが、既存の多くの方式で志願者が集まらなかったことで学部全体の志願者数は前
年比 92％となった。同様にスポーツ健康学部ではＣ方式（共通テスト方式－５教科６科目型）を新たに実施した
が、学部全体の志願者数は 85％と大きく減少した。前年入試で英語資格・検定試験の成績利用が出願要件となり、
志願者が大きく減少したグローバル教養学部では前年比 86％と志願者の減少が続いている。 
 
［明治大］ 
 出願締切前の共通テスト後期を除く大学全体の志願者数は、107,518人（前年比 105％）となった。前年入試で
は志願者が増加していたが、増加幅が控えめだったこと、合格者数の増加で倍率はダウンしたことから、２年連
続の志願者増になったものとみる。方式別でみても、一般方式、共通テスト方式とも増加、前年比に大きな差は
みられなかった。 
 学部別にみると、国際日本、理工学部を除く学部で志願者が増加した。経営学部の志願者数は前年比 122％と
２割以上増加しており、高い人気を示した。次いで、増加率が高い商学部（前年比 116％）では４年ぶりの志願
者増となった。とくに共通テスト方式で志願者が大きく増加した。一方で志願者が減少した国際日本学部（前年
比 93％）は、前年入試で志願者が増加した揺り戻しによるものとみる。 
 
［立教大］ 
 大学全体の志願者数は、58,208人（前年比 93％）と２年連続で志願者が減少した。方式別でみると、一般方式
では前年比 86％と１割以上の減少となった。一般方式では 2021年度入試より、大学独自の英語の試験を廃止し、
英語資格・検定試験の成績か共通テスト「英語」の成績を利用している。今春は共通テスト「英語」の平均点が
ダウンしたことで志願者が減少したものとみる。一方で共通テスト方式の志願者数は前年比 105％と増加した。 
 学部別にみると、経済、理学部を除き志願者は軒並み減少した。なかでも法学部では前年比 55％と半数近くま
で志願者が減少した。前年入試では志願者が約９千人集まり、過去 10年で最大の志願者数となったことで受験生
から敬遠されたとみる。新設のスポーツウエルネス学部は募集人員 120 名に対し、1,809 人（志願倍率 15.1 倍）
の志願者が集まった。 
 
［早稲田大］ 
 大学全体の志願者数は 90,879人（前年比 97％）とやや減少した。 
 学部別にみると、教育（前年比 91％）、国際教養（同 89％）、商学部（同 91％）では志願者数が１割近く減少
した。教育学部では今春より新たに共通テストを課す方式（Ｃ方式・Ｄ方式）を導入し、既存の２方式と合わせ
て４方式での実施となった。しかし、一般方式（Ａ・Ｂ方式）と共通テスト方式（Ｃ・Ｄ方式）は併願できない
ため、一般方式の志願者は減少した。前年入試で志願者数が大きく増加していたことも一因だろう。なお、新方
式では志願者が募集人員の８倍を超えた場合に共通テストの成績で第１段階選抜を行うとしていたため、共通テ
ストの志願者数も９百人程度にとどまった。国際教養学部は４年連続で志願者が減少しており、今春の志願者数
は４年前の志願者数の半数以下にまで落ち込んでいる。一方、政治経済（前年比 107％）、人間科学（同 111％）、
基幹理工（同 102％）、創造理工学部（同 102％）では志願者が増加した。政治経済学部では共通テストを必須化
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して初めての志願者増となったが、共通テスト導入前の 2020年度入試以前の志願者数までには回復していない。
人間科学部は一般方式、共通テスト方式ともに志願者が増加したが、とくに共通テスト方式で前年比 140％と大
きく増加した。 
 
［同志社大］ 
 大学全体の志願者数は 49,972人（前年比 109％）と前年に続き増加した。方式別にみると、一般方式（前年比
106％）、共通テスト方式（同 121％）と共通テスト方式で志願者が大きく増加した。 
 学部別にみると、文化情報（前年比 157％）、スポーツ健康科学（同 125％）、商学部（同 125％）などで志願者
が大きく増加した。文化情報学部は前年度で志願者が大きく減少しており、その反動とみられる。これらをはじ
め、多くの学部で志願者が増加した一方、政策学部の志願者数は前年比 84％と大きく減少した。政策学部は前年
度も志願者が減少しており、不人気が続く。 
 
［立命館大］ 
 出願締切前の後期入試を除く大学全体の志願者数は、82,799人（前年比 105％）と増加した。方式別でみると、
一般方式では前年比 102％、共通テスト方式では同 109％となった。 
 学部別にみると、産業社会学部では志願者数が前年比 75％と大きく減少した。同学部では今春入試より共通テ
スト方式の３教科型、併用３教科型で国語が必須となったこともあり、共通テスト方式の志願者数は前年比 66％
と大きく減少した。一方、今春入試で新たに共通テスト方式３教科型を設置した総合心理学部の志願者数は前年
比 121％と２割以上の増加となった。このほか、スポーツ健康科学（前年比 133％）、生命科学（同 123％）など
で志願者の増加が目立った。また、2024年度より大阪いばらきキャンパスへ移転する映像、情報理工学部の志願
者も増加した。 
 
［関西大］ 
 出願締切前の後期入試を除く大学全体の志願者数は、76,385人（前年比 99％）と「関関同立」グループの中で
は唯一志願者増とならなかった。方式別でみると、共通テスト方式は前年比 106％と増加したが、前年入試で１
割近く減少したことによる反動がみられる。一般方式は前年比 96％と減少した。 
 学部別にみると、総合情報（前年比 116％）、社会学部（同 109％）などで志願者が増加したほか、システム理
工、環境都市工、化学生命工の理系３学部も志願者数が増加した。一方、政策創造（前年比 77％）、外国語学部
（同 85％）などで志願者が減少した。前年入試で４割近く志願者が増加した法学部では前年比 98％と概ね前年並
みを維持した。今春入試では共通テスト併用方式の日程を３日間拡充しており、受験機会が増えたことによって
高い水準で志願者が推移したとみる。 
 
［関西学院大］ 
 出願締切前の共通テスト３月出願を除く大学全体の志願者数は、大学全体で 42,595人（前年比 114％）と大き
く増加した。前年入試の志願者数は大きく増加していたが、それ以上に合格者数が増加、倍率（志願者÷合格者）
は 2.4倍までダウンしていた。一般選抜で競争緩和が続いていることが志願者増の要因とみる。方式別にみると、
一般方式（前年比 111％）、共通テスト方式（同 121％）と共通テスト方式で増加率が高くなった。共通テスト方
式のなかでも共通テスト併用方式で増加が目立っており、とくに共通テスト併用日程（併用型・英語）で前年比
165％と増加した。同方式の前年入試は他の方式と比べ倍率が低く、学科によっては１倍台もしばしばみられてお
り、受験生からは狙い目に映ったとみる。 
 学部別にみると、理学部を除き志願者は軒並み増加した。なかでも社会学部の志願者数は前年比 142％と大き
く増加、次いで総合政策（前年比 138％）、経済学部（同 134％）などで大きく志願者数が増加した。 


